
 

 

■背景と目的 

現在、焼津駅駅舎・駅前広場の再整備や周辺における再開発の検討が進んでいます。これらにあわせて
駅前通りも、新しく生まれ変わるチャンスを迎えました。 

このタイミングを契機とし、地権者や商店主、行政など、駅前通りに関わる全ての人々が一丸となり、
魅力あふれる通りをつくるための指針として、「焼津駅前通りデザインガイドライン」（以下、「本ガイド
ライン」と記述）を策定しました。 

 

■ねらい 

●本ガイドラインは、20 年後（2045 年度）の駅前通りを魅力的な通
りとしていくために、将来像を設定し、方策を整理するものです。 

●本ガイドラインで掲げる「駅前通りが目指す姿」の実現に向け、
「将来まちづくりの５つの方針」を共有し、ハード（街並みづく
りや道路空間づくり）・ソフト（コミュニティ・活動・体制・仕組
みづくり等）の両輪で進めていくものです。 

●主にハードの取組として、「ストリートデザインの３つの方針」を
もとに、デザイン指針（裏面）を作成しました。この指針を、地権
者や商店主、行政など、駅前通りに関わる全ての人々が共有し、配
慮していくことによって、下記のような将来イメージの実現を目指
します。（ソフトの取組については本編をご覧ください。） 

 

みんなで目指す 駅前通りの将来イメージ  

駅前通りの将来像 
＜ 駅前通りが目指す姿 ＞ 

人情味があふれ、焼津愛が育まれる“みんなの居場所“ 

～ふらっと立ち寄りたくなる  えきまち・みなとまちストリート～ 

 

将来まちづくりの５つの方針 
「駅前通りが目指す姿」を実現するためのまちづくりの基本的な考え方 

誰でも思い思いに過ごし 

多様な交流が生まれる 
こどもが安心して楽しく過ごせる 

商店街の懐かしさと新しさが融合し 

魅力があふれる 
焼津らしさに出会える 

焼津駅や港との連続性を活かして 

にぎわいがあふれる 

 

  

ストリートデザインの３つの方針 
「将来のまちづくりの５つの方針」を基に将来像に相応しい街並みや道路空間を創出する考え方 

 

  

対象地 

焼津駅前通りデザインガイドライン 
【概要版】 

断面イメージ 

だれもが安心でき 

多様な交流が生まれる「道路空間づくり」 

個店の魅力が光る 

親しみと温かさのある「街並みづくり」 

人の回遊性を高める 

「“つなぎの場”のデザインづくり」 

沿道の街並みは、通りとしての一体感・統一
感を保ちながら、各店舗の個性を活かしたファ
サードや広告物、さらに昔ながらの建物や看板
の味わいも大切にし、新旧が調和した親しみと
温かさを感じる景観を形成します。 

道路空間は、歩行者の安全性に十分に配慮しつ
つ、緑や小石川を活かした潤いが感じられて居心
地が良く、さらに多様な交流を生み出すような空
間の形成を図ります。 

ターントクルこども館に来訪する親子などが安
心して気軽に滞留できる空間を創出します。 

駅前との隣接街区や小石川との交点など
は、隣接エリアとの連続性や人の流れを誘導
する、この地域の賑わい創出に重要なポイン
トとなります。結節点であることを認識しやす
いデザインとするとともに、案内サインの配置
を進めます。 

個店の魅力が光る 親しみと温かさのある街並み 

だれもが安心でき多様な交流が生まれる道路空間 

自然と交流が生
まれる休憩スペ
ース（仮設テー
ブル） 

商店街としての街並
みが維持され、魅力
ある店舗が並ぶ 

焼津ならではの
お店 

店主との会話を楽
しめる店 

シェアードスペース
広場のような居心地
のよい空間 

樹形の美しい緑が
際立ち、通りに潤
いが感じられる 

気軽に座れる
常設ベンチ 

シンプルな街灯
と、通りを活気づ
けるバナー 

歩行者の目を楽
しませる花・み
どり 

可動式のボラードやフルフ
ラット化等により、道路空
間を自由に活用できる 

明るい雰囲気の
アーケード 



 

 

通常のイメージ 

歩行者天国のイメージ 

デザイン指針 

 

 

 

■アーケード 
・重々しくない明るくシンプルなデザイン

を基本とします。 

 

 

 

 

 

 

■建物用途 

・１階部分は、歩行者が「店が並んでいる」
ことを感じられるよう、商業、業務等の
用途に努めます。 

■店舗の間口 

・駅前通りの特徴を
維持するため、同
程度の店舗の間口
を連続して配置す
るよう努めます。 

■高さ 

・建物の高さは周辺の街並みとの調和に配
慮し、過度に高くならないよう配慮しま
す。 

■壁面位置 

・隣接する既存の建物と壁面ラインを揃え
ることで、通りの連続性や統一感を維
持します。 

・通りから壁面を大きく後退させる場合は、
後退したスペースにベンチやテーブルの
配置、積極的な緑化等により、にぎわい
や潤いをもたらす「場」として活用しま
す。 

 

 

 

 

■壁面の色彩 

・主体となる壁色は、空や周囲の景観と調
和しやすい、自然でやわらかな色合いの
白や明度の高いベージュ・グレー・茶系
の使用に努めます。 

・１階部分の壁面については、店舗の個性
を生かしつつ、周囲の景観に調和する色
彩とし、高彩度の色を広範囲に使用しな
いよう努めます。 

 

 

 

 

 

■壁面デザイン 

・道路に面する外壁は、窓のない壁面や同
じデザインの壁面が長く連続するなど単
調にならないよう工夫します。 

■壁面素材 

・過度な光沢のある金属板・鏡面仕上げは
避け、自然の質感が得られる塗り壁やタ
イル、木材等の使用に努めます。 

■ディスプレイ 

・季節感・地域性・店
舗の個性の表現に努
めます。 

■シャッター 

・夜間や閉店時でも明るく楽しく、安全な
街にするためシャッターアートや店内が
見えるシースルーシャッター等を採用し、
適切な照明演出に努めます。 

■建築設備 

・空調室外機や電気・ガスメーター等は、
通りから目立たない位置に設置し、露出
する場合は外壁と調和した意匠の囲い等
により目隠しを行います。 

■照明 

・温かみのある適度な照明を設け、安全で
やわらかい夜間景観の形成に努めます。 

■花・みどり 

・店舗前には、季節感や
潤いを感じられる緑化
を行います。 

■屋外広告物 

・自家広告物のみとするととも
に、街並みと調和する大きさ
や数とし、質の高いデザイン
となるよう心がけます。 

 

 

 

■沿道のオープンスペース 

・沿道と繋がる路地などの小空間を積極的
に設け、休息・滞留・回遊を誘発するテ

ラスや縁側的空間を
組み合わせることで、
誰もが、居心地の良
い空間を創出します。 

 

 

 
 

■道路構造 

・シェアードスペース※の考え方に基づき、フルフラット
化等により歩行空間をできる限り広く確保することで、
来訪者の回遊を促し、誰もが安全に歩ける道路を目指し
ます。 
※段差や白線、信号機、標識がほとんどなく、車、自転車、歩行者が、
同じ空間を共有していこうとする考え方やデザイン手法 

■滞留空間・ストリートファニチャー 

・歩道上には、沿道地権者の意向を踏
まえて、ベンチやカウンターなどの
常設のストリートファニチャーや仮
設のテーブルセット等を適切に設置し
ます。 

■夜間景観の創出 

・アーケード照明および街路灯には、不快なまぶしさのな
い光源を使用し、温かみが感じられる安全で魅力的な夜
間景観を演出します。 

■緑化 

・緑を実感できる潤いある駅前通りと
して、来訪者が快適に往来できるよう
緑陰をつくるために、歩道部には中
高木の街路樹を配置します。 

・街路樹は、枝葉が繊細で、空間に軽
快な印象を与える樹木とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●“つなぎの場”となる３箇所において、将来イメージをスケッチで
提示し、建物や公共空間のデザインや使い方を示します。 

●“つなぎの場”においては、以下の内容に極力配慮して整備を進め
ることが望まれます。 

■駅前広場との連続性やにぎわいを誘導するデザイン 

・駅前 通り の入 口
と し て 相 応 し
い 、 緑 が あ ふ れ
華 や か さ の あ る
広 場 の よ う な 道
路 空 間 と し ま
す。 

・駅前 広場 と連 続
するデザインとな
る よ う 、 同 じ 舗
装材の使用や、連続性のある緑化を施します。 

・歩行空間には、テーブルやベンチの配置ができ、出店ができるよう
な空間とします。 

■小石川を活かし、内港に導くデザイン 

・ め が ね 橋 上 は 、
シ ン ボ ル 性 を 高
め る よ う 、 サ ー
クル 状 の 上 屋 を
備 え た 橋 上 広 場
を創出します。 

・ め が ね 橋 上 か ら
小 石 川 に 向 け て
小 広 場 を 設 け る
こ と に よ り 、 河
川への透過性と親水性を高めつつ広がりのある橋上広場を形成しま
す。 

■ターントクルこども館と再開発ビル周辺のデザイン 

・ターントクルこど
も館と再開発ビル
周 辺 は 、 み ど り
を 活 か し た 、 ゆ
と り あ る 広 場 の
よ う な 道 路 空 間
を創出します。 

・ターントクルこど
も館と再開発ビル
の敷地内に設置す
るベンチ等のストリートファニチャーは、デザインの統一を図るこ
とにより、一体感を創出します。 

・車道と歩道については、互いに調和したデザインによる美装化を図
り、広場のような空間を創出します。 

商店街としての街並みの維持 
通りの統一感・一体感を創出する 

個々の店舗の魅力向上 
親しみと温かさ感じられる 

滞留や回遊性の向上 
通りに奥行き感、立体感を出す 

個店の魅力が光る 親しみと温かさのある「街並みづくり」 
だれもが安心でき多様な交流が 
生まれる「道路空間づくり」 
 

人の回遊性を高める 
「“つなぎの場” のデザインづくり」 
 

【発行】焼津市都市整備課 開発担当 TEL：054-625-7050 メール：toshiseibi@city.yaizu.lg.jp 

※強制力のある規制ではありません。できる限り配慮いただくことにより、魅力的な景観形成に繋げるためのものです。 


